
赤外線に依る水産乾製品の製造試境
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1．日　　　的

戦後米国から赤外線電球による乾燥技術が照介されて塗装，紡績，製紙，印刷等の諸工業に

利用され急速な進歩をしているので，これを水産乾製品の製造に利用して天候に左右されず衛

生的な優秀製品の製造を目的としてこの試験を行った。

2．基礎試験

赤外線乾燥炉設計の基礎を定める為に基礎試験を行った。即ち250W赤外線電球（日立製作

所製）を光源として光源よりの距離を30糎，35糎，40糎，として温度の上昇変化を測定した

結果は別表の通りである。

光源値下迄の距離30cmの場合の温度変化（室温23・50C）温度摂氏
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光源直下迄の距離35cmの場合の温度変化　（室温25・08C）
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光源直下迄の距離40cmの勘合の温度変化　（室温2350C）
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即ち光源直下及び直下より半経（r）15糎，30糎の距離の温度上昇は，ある一定時間がすぎ

れば殆んと平衡状態を保ち光源より被乾燥物の距離35糎前後に於ける温度が水産物の乾燥に

は適温である事が認められた。

此の結果忙基き赤外棟乾燥炉を設計した。

3．叢：嬢試験

今年度は種々の事情によって赤外線乾燥炉の製作が出来なかったので実験室内で赤外線によ

る乾燥の効果に裁て試験を行った。

（a）背開きにした鯖を資料として赤外線粧よる乾燥試験を行った。即ち赤外線光源より被
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乾燥物迄の距離を30糎，宝温20度に於て1時間乾燥後には殆んど製了され高度な乾燥力が認
められた。

最初の原料の重量　　　　　　粥．5瓦

乾燥1時間後の重量　　　　　76．5瓦

乾燥1・5時間後の重量　　　　68．5瓦

乾燥1時間後の蒸発乾燥量　　　20．7％

乾燥1・5時間後の蒸発乾燥量　　29．0％

（b）赤外線乾燥と天日乾燥との比較試験

背開きにした蹄を資料として赤外線による乾燥と天日乾燥との比餃試験を行った払如如
如くであった。

（1）赤夕磯乾燥赤外線光源よ。30糎の距離にて1・5時間乾燥

（2）天日乾燥晴天微風，気温23度午前九時半より午後4・5時迄7時蘭乾燥
（1）（2）の水分量を測定した結果

（1）36・7％　　（2）42・4％　　差5．7％

以tこの結果より考案すると赤外線乾燥1時間と晴天で天日乾燥7時間が大休一致する様であ
るから赤外線乾燥は製造時閏に於て6時間の節約が出来る事になる。
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赤外線乾燥炉　　　　ので鮮度が落ちず備敗等の損害がない。

（5）媚の様鴫鰍によって脂肪質の被膜を作。，商品価値を低下するものは欄を適当
に断統することによって之を防止することが出来るので優秀製品が出来る。

（6）作業換作が簡単で乾燥率が大であるが人件費の節約が出来る。
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4・赤外線乾燥炉の構造

（1）炉の型式　箱型両扉三段式

（2）炉の寸法　巾　4・4尺　長サ5．0尺

高サ　9．0尺

（3）電球個数　日立製作所製100V250W

18個

6・考　　察

以上の基礎試験のみでは決定的な考察は出

来ないが，赤外線で水産物の乾燥を行う場合

下記の利点のあることは充分に推察出来る。

（1）天候に左右されることがたく，乾燥に

必要な温度で一様に乾燥されるので天日乾

燥より能率的で効果的で均一た優秀製品が
出来る。

（2）屋内で短時間に乾燥が出来るので塵填

がかゝらず蝿を防ぎ衛生的である。

（3）効率が長く乾燥が非常に短縮される。

即ち天日乾燥で1日を要するものが1時間

か1・5時間位で製了出来る。

（4）生産地で簡単に短時間に乾燥が出来る


